
ミズナラハバチ

春にミズナラの若葉を食べるイモムシ（幼虫）．体長最大20mm．体は白粉で覆われる．

まれながら多発し，木を丸坊主にすることがある．

１．中齢幼虫，体長14mm．1993/6/14．

新得町，ミズナラ．

２．終齢幼虫，体長20mm．1993/6/16．１を飼育．

３．雌成虫，体長10mm．１を飼育．

【学名】 Apethymus quercivorus

【分類】 ハチ目（Hymenoptera），ハバチ亜目（Symphyta），ハバチ科（Tenthredinidae）

【分布】 北海道．

【特徴】

幼虫は終齢で体長20mm．体は白い粉で覆われる．中齢は頭部の地色が黒色，終齢は淡褐色．ミズナラにつく他のハバチ類から

簡単に区別できる．

【生態】

宿主： ミズナラ．

北海道の低地では年１化．幼虫は春に出現，単独性もしくは５～６頭の集団で新葉を食べる．６月上～中旬に老熟，土中で丸い

部屋を作り夏を過ごす．成虫は８月下旬～９月中旬に出現するという．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，1996/2/1-2001/2/15．
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「写真１～３」 原秀穂，北海道立林業試験場，1993．
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